
羊のやさしい鳴き声
のメェーとともに
ハートを包んでくれ
るイメージ。

ふわふわで優しく包んでくれるイメージ
の羊が、うれしい気持ちや悲しい気持
ち、色々な気持ち（ハート）を全て包
んでくれるマークにしました。

愛称のコンセプト
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令和2年6月発行　5,000部

社会福祉法人
による

地域における

（愛称「メェートさん」）



参加社会福祉法人施設と社会福祉協議会にコミュニティソーシャルワーク研修を修了した相談・支援担当者を配置し、様々
な「生活のしづらさ」を抱え支援を必要としている方の相談に応じ、社会福祉施設と社会福祉協議会が持つ強み（機能・
資源）を活かし、制度につないだり、必要に応じて現物給付を行うなど、連携・協働して総合相談・支援活動に取り組みます。

社協や社会福祉施設が連携・協働し、地域における様々な生活課題・福祉課題の解決につながる居場所づくり等に取り
組んだり（当事業「認定事業」として認定）、ニーズに対応したサービス開発にも取り組んでいます。

地域の居場所等づくり、権利擁護体制の構築と情報発信

就労の機会が少なかった人や長期間就労していない人等を対象に、参画している社会福祉施設で職場体験を実施し
ています。

● 職場体験事業

・入居債務保証支援モデル事業
　家賃の支払いができるにも関わらず、民間賃貸住宅に入居する際の入居保証人が確保できない方を支援します。
　※別途、契約が必要です。契約料15,000円（契約期間2年、更新可）
・県営住宅入居時の保証機能について
　社協や社会福祉施設の支援がある場合に、保証人がいなくても入居できる場合があります。

● 住居の確保に関する取組み

生活困窮、無職

対応

対応

本人、母親

社協、地域包括支援センター
ハローワーク

総合相談支援の事例概要を、ご紹介します。
※個人が特定されないように、一部改編しています。

母親の年金で生活していたが、母親
の施設入所に伴い、生活ができなく
なり、食べるものがない。

数日間、食事をしていない
状況であったため、フード
バンクから食糧を提供。
就労経験はあるが、近年
はアルバイトを
転々としていた。
ハローワークと
連携し、就職先
を探した。

食糧支援と就労支援１　Ａさん（40代　女性）

ホームレス

本人

社協、大家

居候していた友人から出ていくよう
に言われ、住むところがなくなり、
車中生活をしているが、住居を確保
したい。

令和2年4月1日現在の本事業への参加法人数は、79法人（98施設・18県・市・町社協）と
なっています。香川おもいやりネットワーク事業では、できるだけ多くの社会福祉法人の参加
のもと、事業を進めてまいりますので、お住いの市・町で困ったことがありましたら、お近くの
社会福祉法人施設や社会福祉協議会までお気軽にご相談ください。

家族はいるが、疎遠で、他
に保証人をお願いできる
人がいないため、入居債
務保証支援モデル事業を
利用し、住居を確保した。

住居確保と
その後の見守り

2　Bさん（20代　男性）


